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【背景】Ras 及び Raf は細胞増殖シグナル伝達系の主要因子であり、その持続活性化型変異はヒトがん








【方法】上皮系細胞である Madin-Darby Canine Kidney（MDCK）細胞に ERK 活性の可視化を可能とする
FRET（Förster resonance energy transfer）バイオセンサーを導入し、更に持続活性型変異であるRasG12V
又はBRafV600EをCre依存性に誘導する細胞株を樹立した。この細胞を変異発現の有無に分け、更に細
胞密度を変えてERK活性を観察した。 


























についてERK 活性をモニターする FRET バイオセンサーを用いて研究した。 
イヌ腎上皮細胞において、細胞密度が低い状態ではRas、Raf変異遺伝子の発現により







したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
なお、本学位授与申請者は、平成 29 年 2 月 2 日実施の論文内容とそれに関連した
試問を受け、合格と認められたものである。 
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